
12

１
年
間
の
収
入
の
合
計
が
１
２
０

万
円
以
下
（
60
万
円
以
下
）
で
あ

る
こ
と　
※
60
万
円
以
下
の
場
合

に
は
、
第
２
段
階
の
半
額
の
保
険

料
相
当
額
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

▽
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

▽
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
こ
と

▽
資
産
、
預
貯
金
な
ど
を
活
用
し

て
も
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
状
態

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

⃝

申
請
期
間
　
７
月
12
日
㈮
～
31

日
㈬

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表
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各
店
こ
だ
わ
り
・
お
勧
め
の
逸

品
を
親
子
で
体
験
し
な
が
ら
歩
い

て
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。

◦
日
時
　
7
月
27
日
㈯
／
午
前
9

時
～
午
後
0
時
30
分

◦
定
員
　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
親　
10
組
（
先
着
順
）

◦
参
加
料
　
9
０
０
円
（
食
事
代

込
）　
※
体
験
料
は
別
途

◦
申
込
期
限
　
7
月
25
日
㈭
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
生
活
困
窮

に
よ
り
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
を
受
け
る
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

⃝

対
象
　
保
険
料
が
第
３
段
階
（

年
額
4
万
５
、
9
０
０
円
）
で
、

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

は
、
第
２
段
階
の
保
険
料
相
当
額

（
年
額
3
万
6
０
０
円
）
に
減
額

し
ま
す
。

▽
世
帯
（
２
人
世
帯
）
で
、
前
年

郷
☎
�
２
１
１
４　
大
信
☎
�
２

１
１
４　
東
☎
�
２
１
１
６

　　
ユ
ネ
ス
コ
は
、
戦
争
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
た
め
、
人
の
心
の
中

に
平
和
の
砦と

り
で

を
築
こ
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
平
和
を
祈
り
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

市
内
の
お
寺
で
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

⃝

日
時
　
７
月
19
日
㈮
／
正
午

《
わ
た
し
の
平
和
宣
言
》

①
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切
に

し
ま
す　
②
ど
ん
な
暴
力
も
許
し

ま
せ
ん　
③
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
助
け
合
い
ま
す　
④
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
ま
す　

⑤
か

け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
り

ま
す　
⑥
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

ま
す

問
白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
本
庁
舎
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
内
２
３
８
２

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
お
よ
び

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
毎
年
（
１
回
）、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請
書
お

よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

が
な
い
場
合
、
引
き
続
き
医
療
費

の
助
成
や
手
当
て
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
申

請
書
な
ど
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

⃝

受
付
期
間
　
▽
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費　
７
月
16
日
㈫
～
31
日
㈬

▽
児
童
扶
養
手
当　
８
月
１
日
㈭

～
30
日
㈮
（
平
日
の
み
）

⃝

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
　
本

庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３
１
／

各
庁
舎
教
育
振
興
課　
表
郷
☎
㉜

４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９
７
５

東
☎
㉞
３
１
４
６

　
7
月
1
日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈭

ま
で
、
市
内
お
よ
び
西
白
河
郡
内

の
各
実
施
医
療
機
関
で
特
定
健
診

（
個
別
検
診
）
が
受
診
で
き
ま
す
。

　

対
象
の
方
（
4
月
1
日
現
在
、

国
保
加
入
の
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
）

で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
希
望
す
る
方
は
各
医
療
機

関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
6

21 20

募
集

白
河
商
工
会
議
所
☎
�
３
１
０
１

⃝

日
時
　
８
月
3
日
㈯
／
午
後
１

時
大
信
庁
舎
発　

⃝

会
場
　
埼
玉
県
戸
田
市
荒
川

⃝

参
加
料
　
▽
一
般
　
３
、
５
０

０
円　
▽
高
校
生
以
下
　
２
、
０
０

０
円
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

⃝
定
員
　
市
民
80
人

⃝
申
込
期
間
　
７
月
5
日
㈮
～
11

日
㈭　
※
現
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
信
庁
舎
総
務
課
☎
�
２
１
１
１

【
平
成
26
年
度
採
用
】

◦
職
種
・
採
用
人
員　
消
防
吏
員

14
人
程
度

◦
資
格
　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
8
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
・
性
別
不
問
）

◦
試
験
方
法
　
▽
第
一
次
試
験
＝

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査　
▽

第
二
次
試
験
＝
身
体
検
査
・
体
力

検
査
・
口
述
試
験
・
作
文

◦
第
一
次
試
験
の
日
時
お
よ
び
会

案
内

場　
９
月
22
日
㈰
／
午
前
９
時
か

ら
／
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
申
込
期
間　
７
月
17
日
㈬
～
８

月
16
日
㈮

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。
申
込
書

は
、
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消

防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分
署
に

あ
り
ま
す
。

問
同
消
防
本
部
総
務
課
☎
�
２
１

6
８

《
午
後
初
級
講
座
》

◦
日
時
　
9
月
9
日
㈪
～
10
月
7

日
㈪
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

※
祝
日
は
休
み
）
／
午
後
1
時
～

4
時

◦
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
受
講
料
　
１
万
円

◦
内
容
　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
礎

◦
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
開
始
　
8
月
5
日
㈪
か
ら

◦
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

◦
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
５
１
２

　
７
月
１
日
か
ら
、
妊
娠
を
予
定

ま
た
は
希
望
す
る
女
性
と
、
妊
娠

し
て
い
る
女
性
の
夫
を
対
象
に
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
別
途
全
戸
配
付
さ
れ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
10
号

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
�
2
１
1
２

特
定
健
診
の
受
診

パ
ソ
コ
ン
教
室

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎�1111/Fax�2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎�2111/Fax�2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎�2111/Fax�2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎�2111/Fax�3584

くらしの
情 報 館

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
消
防
吏
員
採
用
試
験

白
河
ま
ち
な
か
逸
品
夏
休
み

親
子
体
験
ツ
ア
ー

戸
田
橋
花
火
大
会
観
覧

バ
ス
ツ
ア
ー

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
一
部
助
成

介
護
保
険
料
減
免
制
度

「
平
和
の
鐘
（
か
ね
・
お
と
）

を
鳴
ら
そ
う
！
」
運
動

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請

書
お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

※介護分は、40歳以上65歳未満の方がいる世帯に課税
　されます。

国民健康保険税の税率が決定しました
⃝平成25年度国保税率　昨年度の税率を据え置きます。

《課税限度額》

区　　　分 医　療　分 後期高齢者
支援金等分 介　護　分

均　等　割 23,000円 5,400円 10,000円
平　等　割  27,300円 6,700円   2,000円
所　得　割     8.17％   1.83％     2.50％
資　産　割  19.92％   5.08％           －

　国保税額には、課税限度額が設定されており、次の
金額を超えて課税されることはありません。

医　療　分 後期高齢者
支援金等分 介　護　分 合　　　計

51万円 14万円 12万円 77万円

【問い合わせ先】
◇税額など　本庁舎課税課　内2129
◇納付方法など　本庁舎収税課　内2125
◇国保の加入、脱退など　本庁舎国保年金課　内2173
◇各庁舎の窓口
　▷税額・減免・納付方法┉各庁舎総務課　
　　表郷☎�2111　大信☎�2111　東☎�2111
　▷国保の加入、脱退や給付┉各庁舎市民福祉課
　　表郷☎�2113　大信☎�3974　東☎�2113

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動
《期　　　間》　７月16日㈫～25日㈭
《スローガン》
　　「ベルトした？　
　　　　　　みんなしたよが　合言葉」
《運動の基本》
　子どもと高齢者の交通事故防止
※この時期には、暑さや行楽等による疲労から、

交通事故の多発が予想されます。無理をしな
い思いやり運転に心掛けましょう。

　　　　問本庁舎生活環境課　内2162
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◦
講
演
　
▽
早
稲
田
大
学
の
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
／
鎌か

ま
た田

薫か
お
る

総

長　
▽
東
日
本
大
震
災
と
憲
法
︲

2
年
目
の
課
題
／
水み

ず
し
ま島

朝あ
さ
ほ穂

教
授

⃝

入
場
料
　
無
料

問
白
河
稲
門
会
☎
�
3
２
1
１

⃝

日
時　
7
月
25
日
㈭
／
午
後
6

時
30
分
～
8
時

⃝

会
場　
市
立
図
書
館
地
域
交
流

室
（
道
場
小
路
）

⃝

内
容　
奥
会
津
の
く
ら
し
に
学
ぶ

⃝

入
場
料　
5
０
０
円

問
㈶
立
教
志
塾
☎
�
１
４
２
７

業
（
美
術
展
、
音
楽
会
、
演
劇
な

ど
の
公
演
や
文
芸
誌
出
版
な
ど
）

②
発
表
会
や
公
的
機
関
か
ら
招
へ

い
さ
れ
て
参
加
す
る
事
業
（
他
の

助
成
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
文
化

振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◦
対
象
者　
県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
（
県

外
在
住
の
県
出
身
者
も
含
む
）
ま

た
は
団
体

◦
受
付
期
限　
７
月
31
日
㈬
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
４

◦
運
行
日
時
　
7
月
4
日
㈭
か
ら

毎
日
／
午
後
9
時
36
分
（
西
郷
バ

ス
ス
ト
ッ
プ
発
）
～
翌
日
午
前

6
時
19
分
（
名
古
屋
駅
着
）

◦
料
金
　
9
、
０
0
０
円

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

福
島
交
通
㈱
☎
0
２
4
︲
5
３
6

︲
6
１
3
１

　
白
河
南
中
継
局
エ
リ
ア
内
の
暫

定
衛
星
放
送
が
7
月
31
日
㈬
で
終

了
し
ま
す
。
開
局
し
た
白
河
南
中

継
局
に
ア
ン
テ
ナ
を
向
け
地
デ
ジ
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ン
タ
ー
前
駐
車
場
（
大
信
増
見
）

⃝

内
容
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
、

盆
踊
り
大
会
、
花
火
大
会
な
ど

《
前
夜
祭
　
夏
だ
！
た
い
し
ん
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
》

⃝

日
時
　
７
月
26
日
㈮
／
午
後
６

時
～
９
時
（
同
会
場
）

⃝

内
容
　
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
Ｙ
ａ

ｍ
ｍ
ｙ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
大
信
庁
舎
事
業
課
内
）
☎
�
３

９
７
３

　
県
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目

的
に
８
月
１
日
㈭
か
ら
11
月
30
日

㈯
ま
で
に
行
う
次
の
事
業
を
対
象

に
、
助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
対
象
事
業　
①
広
く
県
民
に
公

開
す
る
文
化
活
動
の
成
果
発
表
事

　　
◦
日
に
ち
　
７
月
21
日
㈰

◦
内
容
・
時
間
　
▽
逸
品
参
加
店

に
よ
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
／
午
後

3
時
か
ら　
▽
屋
台
イ
ベ
ン
ト
／

午
後
5
時
～
8
時

◦
会
場　
白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

問
白
河
商
工
会
議
所
☎
�
３
１
０
１

⃝

日
時
　
７
月
27
日
㈯
／
午
後
１

時
15
分
～
9
時

⃝

会
場
　
大
信
農
村
環
境
改
善
セ

22

案
内

23

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
埋
も
れ
た
歴
史
を
見
直
す
』

市
長
の

手
控
え
帖

じ
ら
れ
る
役
者
は
一
流
。
は
る
か
さ
ん
の
茶
目

っ
気
の
あ
る
明
る
さ
と
微
妙
な
ズ
レ
は
、
ぷ
っ
と

笑
い
を
誘
う
よ
う
に
思
え
る
。

　

さ
て
、
仙
台
・
二
本
松
・
棚
倉
藩
か
ら
２
、

５
０
０
を
超
す
兵
が
白
河
に
集
ま
る
。
中
核
は

西さ
い
ご
う郷
頼た

の
も母
率
い
る
会
津
で
、
新
選
組
斎さ

い
と
う藤
一は

じ
め

ら
も

加
わ
る
。
歴
然
た
る
銃
砲
の
差
や
、
実
戦
経
験
の

違
い
も
あ
り
敗
れ
た
。
そ
の
後
、
小
峰
城
の
奪
回

を
図
る
も
失
敗
。
１
０
０
日
に
わ
た
る
戦
い
で

千
人
も
の
死
傷
者
が
出
た
。
肝
心
の
白
河
に
続

き
二
本
松
も
落
ち
、
越
後
・
日
光
口
も
突
破
さ
れ

会
津
は
丸
裸
。
会
津
が
戦
場
と
な
っ
た
時
点
で

勝
敗
は
決
し
て
い
た
。
戊
辰
の
戦
い
の
帰き

す
う趨
は

白
河
で
決
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
白
河
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

同
じ
く
要
地
で
あ
っ
た
長
岡
の
戦
闘
は
、
河か

わ
い井

継つ
ぎ
の
す
け

之
助
と
い
う
異
能
の
家
老
を
通
し
、
司し

ば馬

遼り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
が
光
を
あ
て
た
。
白
河
藩
は
こ
の
時
点

で
存
在
し
な
か
っ
た
。
直
前
ま
で
老
中
に
任
ぜ

ら
れ
て
い
た
阿あ

べ部
正ま

さ
と
う外
が
、
神
戸
開
港
時
の
不
手

際
を
指
弾
さ
れ
、
解
任
の
う
え
棚
倉
に
移
さ
れ
た
。

城
主
不
在
の
中
、
主
戦
場
に
な
っ
た
こ
と
が
要
因

の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
民
衆
レ
ベ
ル

で
も
、
広
く
語
り
継
い
で
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

え
る
。
私
達
も
小
中
高
を
通
し
、
教
え
て
も
ら
っ

た
記
憶
は
な
い
。
と
て
も
残
念
で
あ
る
。
今
、
小

中
学
校
の
授
業
で
「
白
河
の
歴
史
再
発
見
」
を

取
り
入
れ
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
教
え
て
い
る
。

故
郷
を
知
る
こ
と
が
日
本
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
本
松
少
年
隊
の
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

二
本
松
藩
は
、
小
峰
城
を
築
い
た
丹に

わ羽
長な

が
し
げ重
を
祖

と
し
、
尚し

ょ
う
ぶ武
の
気
風
を
誇
る
。
こ
の
時
、
主
力
が

出
は
ら
い
老
兵
や
少
年
を
中
心
に
軍
を
編
成
し

て
い
た
。
砲
術
に
自
信
の
あ
る
少
年
隊
は
勇
躍

迎
え
撃
つ
。
だ
が
多
勢
に
無
勢
。
15
歳
に
も
満

た
な
い
少
年
兵
は
次
々
と
撃
た
れ
る
。
会
津
白

　
「
八
重
の
桜
」
が
前
半
の
佳
境
を
迎
え
て
い

る
。
慶よ

し
の
ぶ喜
に
ハ
シ
ゴ
を
は
ず
さ
れ
、
徳
川
宗
家
の

代
わ
り
に
維
新
の
血
祭
り
の
標
的
に
さ
れ
た
会

津
。
運
命
の
い
た
ず
ら
と
政
治
の
非
情
さ
に
痛

め
つ
け
ら
れ
る
。
義
に
死
す
と
も
不
義
に
生
き

ず
と
、
戦
い
を
決
意
す
る
。
決
戦
の
地
は
ど
こ

か
、
そ
れ
は
奥
州
の
関
門
白
河
。
白
河
口
で
の
戦

い
の
模
様
が
先
月
２
週
に
わ
た
り
放
映
さ
れ
た
。

　

綾
瀬
は
る
か
さ
ん
と
西
島
秀
俊
さ
ん
が
、
４

月
20
日
白
河
に
来
ら
れ
た
。
南
湖
で
の
桜
の
植

樹
や
市
民
会
館
で
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
人
の
波
。
は
る

か
ち
ゃ
ん
、
西
島
さ
ん
と
黄
色
い
声
が
飛
び
交
う
。

素
顔
の
は
る
か
さ
ん
は
と
て
も
魅
力
的
だ
っ
た
。

白
い
肌
に
大
き
な
目
。
無
雑
作
に
結
わ
え
た
髪
。

す
ら
っ
と
し
た
ス
タ
イ
ル
。
清
潔
さ
と
可
愛
い

色
気
が
折
り
あ
っ
て
い
る
。
話
し
て
い
る
と
微

妙
に
ズ
レ
る
。
普
通
は
ズ
レ
る
と
す
っ
き
り
し

な
い
も
の
だ
が
、
心
地
い
い
か
ら
不
思
議
。
女
優

と
し
て
の
将
来
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

誰
か
の
雰
囲
気
に
似
て
い
る
。
大
器
と
い
わ

れ
な
が
ら
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
夏
目
雅
子
。

「
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
」
の
清
ら
か
さ
、「
鬼
龍

院
花
子
の
生
涯
」
の
汚
れ
役
、「
時
代
屋
の
女
房
」

の
謎
め
い
た
女
。
演
ず
る
ご
と
に
芸
域
が
広
が

り
大
ス
タ
ー
の
予
感
が
し
た
。
何
と
な
く
、
喜
劇

を
や
ら
せ
た
ら
面
白
い
と
思
っ
た
。
笑
わ
せ
る

の
は
泣
か
せ
る
よ
り
難
し
い
。
そ
れ
も
ド
タ
バ

タ
爆
笑
も
の
よ
り
、
思
わ
ず
く
く
っ
と
笑
い
が
出

る
も
の
は
さ
ら
に
難
し
い
。
本
物
の
喜
劇
を
演

虎
隊
に
も
劣
ら
ぬ
悲
劇
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　

会
津
藩
で
お
と
し
め
ら
れ
て
い
る
の
が
西
郷

頼
母
。
松ま

つ
だ
い
ら平
容か

た
も
り保
の
京
都
守
護
職
就
任
に
強
く

反
対
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
三
尺
ダ
ル
マ
と
あ

だ
名
さ
れ
、
背
は
低
い
が
気
合
十
分
。
年
も
５
歳

上
。
過
激
志
士
が
暴
れ
京
の
治
安
は
乱
れ
て
い

た
。「
こ
の
時
勢
に
難
局
に
当
た
る
は
、
薪ま

き

を
背
負

い
火
に
入
る
よ
う
な
も
の
。
殿
は
会
津
を
潰
す

お
つ
も
り
か
。
養
子
故
に
か
よ
う
な
振
舞
い
に

及
ぶ
の
で
す
か
」
と
舌ぜ

っ
ぽ
う鉾
鋭
く
せ
ま
る
。

　

そ
も
そ
も
西
郷
家
は
藩
祖
保ほ

し
な科
正ま

さ
ゆ
き之
の
分
家

筋
に
あ
た
る
。
会
津
を
愛
す
る
心
は
誰
よ
り
強

い
。
容
保
よ
り
自
分
が
正
統
と
考
え
た
と
し
て

も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
容
保
は
、
会
津
は
将

軍
家
と
存
亡
を
と
も
に
す
べ
し
と
の
家
訓
を
盾

に
抑
え
込
む
。
頼
母
も
引
か
な
い
。
守
護
職
一

年
後
に
「
も
う
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
」
と
辞
任
を

促
す
。
４
年
後
、
迫
り
く
る
敵
を
前
に
、
多
く
が

主
戦
派
の
中
、
講
和
を
主
張
す
る
。

　

何
を
も
っ
て
忠
義
と
す
る
か
は
難
し
い
。
人

そ
れ
ぞ
れ
に
忠
義
あ
り
。
主
君
に
無
条
件
で
従

う
の
も
忠
義
。
民
・
領
地
が
あ
っ
て
こ
そ
の
藩

で
あ
る
と
し
、
危
機
を
招
く
行
為
に
盾
つ
く
の

も
忠
義
。
逆ぎ

ゃ
く
め
い名
利り

く
ん君
。
主
君
の
命
で
あ
ろ
う
と

も
、
そ
れ
が
藩
の
為
に
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
堂
々

と
逆
ら
う
。
冷
視
に
耐
え
、
頼
母
は
四
囲
の
状
況

を
見
極
め
、
家
訓
よ
り
も
藩
の
安
泰
を
上
位
に
置

い
た
。
真
の
忠
義
の
士
と
い
う
べ
き
か
。

　
西
郷
家
も
悲
劇
に
あ
う
。
妻
千
恵
子
や
母
、
娘

ら
21
人
が
自じ

じ
ん刃
。
藩
の
邪
魔
に
な
る
ま
い
と
の

心
は
痛
ま
し
い
。
千
恵
子
の
辞
世
も
胸
を
う
つ

「
な
よ
竹
の
風
に
ま
か
す
る
身
な
が
ら
も　

た

わ
ま
ぬ
節ふ

し

は
あ
り
と
こ
そ
聞
け
」。
頼
母
は
大
き

な
悲
し
み
の
中
に
明
治
を
生
き
た
。
日
光
東
照

宮
の
禰ね

ぎ宜
も
務
め
た
が
、
そ
の
と
き
の
宮ぐ

う
じ司
は
容

保
。
頼
母
の
胸
中
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。

※広報白河６月15日号３ページの
　「参議院議員通常選挙のお知ら
　せ」で記載の誤りがありました
　ので、お詫びして訂正します。
　（誤）投票日
　（正）投票予定日

　次の投票区は、投票所が変更
となります。
▷表郷第３投票区／小松集会所
（名称変更前／小松高齢者若者
センター）　▷表郷第４投票区
／八幡集会所（変更前／中寺集
会所）　▷大信第５投票区／日
和田ふれあい交流センター（変
更前／大信幼稚園）　▷大信第
８投票区／日仙集会所（変更前
／十日市生活改善センター）
※住所地以外に避難されてる方
　は、郵便物が届くよう郵便局
　で手続きを行ってください。

放
送
を
受
信
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
は
電
気
店
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
受
信
で
き
な
い
場
合
や

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３

２
6

　
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
面
や
土

星
、
夏
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

⃝

日
時　
7
月
14
日
㈰
／
午
後
7

時
～
8
時
30
分　
※
曇
り
や
雨
の

場
合
は
中
止

⃝

会
場　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
駐
車
場

（
駅
交
番
西
側
）

⃝

参
加
料　
無
料

問
白
河
天
文
同
好
会　
小お

ぐ
ら椋

☎
�

３
６
９
６

◦
日
時
　
7
月
20
日
㈯
／
午
後
3

時
～
5
時

◦
会
場
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

第
２
期
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業

白
河
南
中
継
局
開
局
に
伴
う

暫
定
衛
星
放
送
終
了

ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り

in
白
河
た
い
し
ん

市
民
天
体
観
望
会

早
稲
田
大
学
地
域
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
所
の
変
更

白
河
ま
ち
な
か
逸
品

ち
ょ
い
夏
ま
つ
り

名
古
屋
線
運
行
開
始

ま
ち
か
ど
伝
言
板

問選挙管理委員会事務局　内2510

参議院議員通常選挙
投票所の変更

遠え
ん
ど
う藤
由ゆ

み

こ

美
子
講
演
会


